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＜連絡事項＞

・連絡事項ありません。
＜患者様連絡事項＞
・成田　早希様～不眠時）ブロチゾラム(0.25)1T　7回分処方となっています。
・竹洞　総子様～退院指示、退院時処方いただいています。青陽館体験利用のため外出しています。
・小林　司様～スタッフ付き添い、青森銀行へ行きお金(32万円)をおろしてきており、医事にて３ヶ月分入院費の支払いをしています。

＜要注目患者様＞
・小笠原　文人様～右側への傾きや前屈姿勢ではあるが、移動は歩行しています。入浴は時間要しますが自分で行っており、食事もレストランで摂取しています。奇異行動や独語はありません。
・坂本　福子様～プログラムは拒否なく参加していますが、病棟では午睡している事が多いです。訴えの多さはありません。
・立花　圭様～話し掛けの多さなく、余暇は自室で過ごしています。眠気あり、作業は行きたくないと拒否ありますが不機嫌さはありません。
・工藤　みず紀様～余暇は自室で過ごすが、独語聞かれています。プログラムは拒否なく参加しており対応穏やかで、不調や不満の訴えはない。
＜金Dr診察情報＞
・井上　和美様～心気的な訴えが中心。3Fの和式トイレで、長時間のトイレ篭りがあるが、本人は足の細さを訴えていました。年齢の考慮、各食事をしっかり摂るよう指導されています。明日よりアリピプラゾールOD錠(6)→(3)に減薬となっています。
・坂本　福子様～病棟スタッフへの不満や、他患者との距離間により、病棟内でトラブルを起こすことが常態化。診察時は振り返る様子はみられるものの病識は乏しく、自省にも欠け、薬剤による治療も効果に乏しいため、本人の見守りが必要であるとの事です。処方内容変更ありません。
・小笠原　文人様～皮膚科で処置された内容を主治医に説明しています。起床時、中途覚醒時の歩行の不安定さを指摘され覚醒時はしっかりと歩く様、指導されています。処方内容変更ありません。
・角濱　義弘様～「午後は作業に行くようになりました。免許の件ですが大型の二種は諦めることにしました」と。普通免許については前回と同様、本人の意志や家族の協力があれば、延長申請の紙の提出(郵送は不可)や、更新に行く事は可能との事です。
・中野渡 鉄男様～「変わりない」と。現在学生さんによる実習では社会の変化について会話をしていると。処方内容変更ありません。
・高橋 康満様～「相変わらず体力がない」と体力面を気にする言動あり。ズボンの股間部には尿染み？が見られ、指摘にも気に留める様子はありません。処方内容の変更もありません。

・十日市 利喜様～「変わりありません」と健康面でも変化がないとの事。処方内容の変更もありません。
・吉田 和真様～GHに関して入所に前向きな発言あり、社協を利用し、今回の入院と同じ様に金銭トラブルを起こさないよう指導されています。処方内容変更ありません。
